令和８年度おおさか農政アクションプラン評価・点検部会　議事概要

日　　時　令和８年７月21日（火）10：00～12：05
場　　所　大阪府庁新別館北館１階会議室兼防災活動スペース３
出席委員　増田部会長、藤田委員、髙井委員

内　容
１　事務局説明
　・議事案件
　　■「おおさか農政アクションプラン」昨年度の取組み実績の評価について
　・報告案件
■ 次世代フルーツ産地創出について
　　■ 基盤整備戦略について

２　委員の主な意見
　・議事案件
■「おおさか農政アクションプラン」の昨年度の取組み実績の評価について
【しごと】
〇「意欲の高い農業者の経営改善支援」について
・販売額増加の主な要因として、ぶどうの品目転換に取り組む若年層の増加が挙げられているが、どの世代の人がどのような経営を担っているのかが重要。
　・家族経営農業の担い手を考えるのであれば、後継者を含めた担い手確保の見通し、言い換えれば経営の持続可能性という視点が必要だと思う。単に販売額が短期的に上がった、下がったという分析だけではなく、どのような人たちが経営を引き継いだ結果として販売額が増加したのかが重要。
・大阪農業全体に目を向けると、高齢の家族経営農家が多数を占めているのが実情。今後、そうした農家の農地を地域としてどのように維持・継承していくのかを考えると、経営体それぞれの年齢構成や後継者の状況を踏まえた分析が必要である。
・環境センシングやCO₂施用など、いわば「攻めのDX」で、収益性向上につながる取組の話だったが、従来、農業者がしなければならない作業で、高齢化や温暖化によってできなくなってきている作業をDX で補うという「守りのDX 」についての取組も、今後、検討されたい。

〇「新規就農者・企業の確保育成（新規就農者）」について
・販売額が増加している新規就農者は、どういうキャリアパスで参入されてきたのかも含め、個別にモデル事例があった方がよい。キャリアパスが見えれば、新規に参入を考える人は増えてくる。
・新規就農者の受入農家は、作物毎に受け入れる可能性のある農家リストを作成すればよいではないか。

〇「新規就農者・企業の確保育成（新規参入企業）」について　
・企業や法人については売上額や経営規模だけでなく、どのような人材を雇用しているのか、その中から次世代の農業の担い手が育つ可能性があるのかといった視点で分析することも重要。府の働きかけにより参入した企業は、雇用の中身や地域雇用への波及効果なども含めて分析することが必要。

〇「マーケットインの発想による重点品目の生産振興」について
　　・きくなの供給過多の問題は、単に販路開拓だけではなく、冷凍や乾燥など６次産業化や食育につなげる発想もあってよいのではないか。大阪は全国有数のきくな産地があり、食育のストーリーとして十分に打ち出せる可能性がある。

【地域】
〇「農を活かした地域づくりの推進」について
・農空間づくり協議会の設立を進める上で、リーダーが明確に存在しない地域や、方向性がまだ定まっていない地域に対して、どのような提案や支援を行えば協議会設立に向けた動きが生まれるのか、という点が重要。
・地域計画の策定に当たって様々な分析を行われたと思うが、農家戸数などのデータだけでなく、その地区が現在どのような状況にあり、農家がどの程度当事者意識を持っているのか、また非農家の意見も反映しているのか、といった点についても十分に把握しながら支援することが重要。
・339地区すべてを同一水準で支援することは現実的に難しいため、基盤整備の投資対象となる地域、地域農業の維持・発展への意欲がある地域、かつ新規就農者や企業の受け入れの余地がある地域といった視点を踏まえ、次期アクションプランでも、同様の取組を進めていく必要がある。

・報告案件
■次世代フルーツ産地創出について
・IRなども視野に入れながら収益を上げていくためには、ある程度まとまった生産量の確保も必要。そのためには、現在ハウス栽培を行っている既存農家などへの導入やマーケティング等のイメージについても検討が必要。
・府内の関連研究拠点がある大学とも連携して産地形成を進めてほしい。

■基盤整備戦略について
・担い手が不在となるおそれのある約1,800haの農地のうち、条件の悪い農地については、ドローンの制限緩和など農地が維持できるような方法があるとよいと思う。
・資料について、「徹底的な省力化」というハード面の支援だけで、その農地が維持できるのか疑問。特に、「持続」の部分については、整備中の未収益期間への対応などの補足が、課題への対策として必要。
・「引っ越し型」の整備について、同じ地区内に平場と中山間地の両方がある場合はよいが、中山間地だけの
場合だと、その引っ越し先をどこに確保するかという課題がある。平場と言わず、隣の空いている山を削
って、移動して元の園地に帰ってくる方法も検討が必要。
以上
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